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政府では、我が国の喫緊の

課題である少子高齢化に対応

するため、「ニッポン一億総

活躍社会」の実現を掲げて、

様々な施策に取り組んでおり、

中でも｢働き方改革｣の推進は、

厚生労働省、当局においても

最重要課題として取組を進め

ています。

一方で本県の有効求人倍率

は、平成30年7月に1.54倍と

統計開始以来の最高値を記録

したほか、41ヶ月連続（平成30

年11月時点）で1倍台を維持する

など、景気の好調により雇用失業

情勢は着実に改善しているものの、

中小企業や小規模事業者を中心に

人手不足が顕在化し、経営環境に

大きな影響が出てきており、生産

性の向上に加えて「働き方改革」

による魅力ある職場づくりが急が

れるところです。

こうした状況の中、昨年7月6

日には、｢働き方改革関連法｣が公

宮崎労働局は11月30日、県内企

業における働き方改革を促進する

とともに、県内全体で働き方改革

に取り組む機運の醸成を図ること

を目的に、宮崎県と宮崎県社会保

険労務士会の三者で連携・協力に

関する協定を締結しました。

具体的には、中小企業に対する

支援メニューの周知や県内企業の

取組事例の紹介、県や労働局が実

施する登録・認定制度の普及等に

努めていくこととしました。

締結に際し吉田労働局長は「働

き方改革推進法が公布され、働き

方改革の推進と法令の円滑な施行

に向けて取り組むととも

に、地域の声に耳を傾け

ながら三者が連携してこ

の取組を強化していきた

い」。河野県知事は「中

小企業のサポーターとし

て尽力されている社会保

険労務士会と県及び労働

局とが、思いをひとつに

し、連携・協力をさらに

深めていきたい」。橋口

県社労士会長は「人を大

切にする働き方改革を推進し、県

内企業の発展と活性化につなげた

い」。それぞれ抱負を語りました。

11月29日、吉田局長が４月から

就職を控えた宮崎産業経営大学の

４年生118名を対象に労働法制につ

いて講義。労働局の役割や監督署

やハローワークの仕事、労働契約

書を書面でもらう等、働くときに

最低限知っておきたい労働法につ

いて説明しました。学生からは

「法の知識を持つ必要性を感じた」

などの感想が寄せられました。

布されました。企業の労務管理及

び事業運営に大きな影響を及ぼす

労働基準法の改正事項が本年4月

から順次施行となることから、特

に中小規模・小規模事業者に対す

る周知、きめ細やかな指導、援助

を通じて「働き方改革」の実現を

目指していきます。

宮崎県特定
(産業別)最低賃金
◎電子部品・ディバイス・

電子回路、電気機械器具、

情報通信機械器具製造業

平成30年12月29日～

◎自動車（新車）小売業

平成30年12月16日～

◎これ以外の業種については

宮崎県最低賃金額７６２円が

適用（平成30年10月5日～）
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その取組として、３日、労働局長

による建設現場安全パトロールを

「宮崎県防災拠点庁舎建設主体工

事現場」において実施しました。

パトロールには、吉田局長ら７

人が参加し、墜落防止対策として

の手すり設置、車両系建設機械の

特定自主検査及び資格者の配置、

移動式クレーンの転倒防止対策、

吊り荷の巻過ぎ防止、過負荷警報

装置の作動状況等を確認しました。

吉田局長は、「日々安全を再確

認しながら労働災害防止の徹底を

図ってもらいたい」と現場の作業

員の方々に呼びかけました。

宮崎労働局では、建設現場での

労働災害の多発が危惧される年末

年始の時期に「年末年始建設業労

働災害防止強調運動」（12月１日

～１月15日）を実施しています。

12月13日、ポリテクセンター

宮崎にて、ハロトレ（職業訓練）

を報道関係の方等に広く知ってい

ただくことを目的に、ハロートレー

ニングメディアツアーを開催しま

した。

当日は報道機関等５社が参加し、

ものづくり訓練コース見学と実際

に溶接作業を体験。その後、訓練

受講生や受講生を採用した事業所

との意見交換も実施し、事業所か

らは「既に技術を持っている人を

採用できる」との発言がありまし

た。。

参加した報道関係者からは、

「貴重な体験だった」「他の訓練

無業者）の方々や外国人を積極的

に採用したらどうか」等の提案も

ありました。宮崎労働局は頂いた

ご意見を踏まえ、下半期の施策に

つなげたいと考えます。

11月28日、平成30年度第１回宮崎

地方労働審議会（会長：有馬晋作宮

崎公立大学学長）を開催し、宮崎労

働局の運営方針の進捗状況について

審議しました。吉田労働局長からは

働き方改革の実現に向けた取組や人

手不足や若者の県外流出といった本

県の課題に対する施策、労災防止対

策等を説明しました。

審議会では、長時間労働対策、若

者の早期離職対策、女性活躍の現状

等について意見交換。委員からは人

材確保対策について「ニート（若年

も見学してみたい」等の意見が寄せ

られました。当日の様子は、記者体

験記として正月特集号（夕刊デイリー）

に掲載される予定です。
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㈱サニーシーリング

12月５日に吉田局長が株式会社サ

ニー・シーリングを訪問し、同社の

働き方改革について取組状況をお聴

きしました。森田専務取締役は「働

きやすい職場、明るい職場づくりを

目標とし、職場風土改革に取り組ん

でいます」とのお話です。

具体的には有給休暇を取得しやす

い協力体制を構築する他、ノー残業

ディの声掛け、また小集団活動とし

て従業員からの改善提案を積極的に

取り入れているそうです。吉田局長

からは、今後もより一層取り組んで

いただくよう要請しました。

12月3日ハローワーク宮崎にて派

遣労働者向けセミナーを開催し、23

名が参加しました。労働局担当者か

ら派遣の働き方や注意点について説

明し、理解を深めてもらいました。
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２月４日 13時50分～

ＪＡ・ＡＺＭ大ホール
（宮崎市霧島1丁目1番地1）

申込先：

雇用環境・均等室
℡0985(38)8821

平成30年度第１回宮崎地方労働審議会開く

～労働局長が建設現場をパトロール～


